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第29巻

府立高専学生の規範意識調査
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要  旨

 日常生活での慣習的な規範の遵守・違反について善悪判断を比較調査すると，本校学生の規範意識は全国調査

の結果と大きな差はなかった．規範意識の社会的成熟度は同年齢層に比較してやや高く，大学生レベルの成熟度

に準じている．しかし，若干の点で本校学生は全国調査と比べ独特の傾向を示したものがある．自律的な学生と

なるべき指導のためにはこれらの特徴を慎重に分析しなければならない．

Key Words：府立高専学生 慣習 善悪判断 社会的成熟度

1．はじめに

 大阪府立高等専門学校（以下「高専」という）の学

生が，日常的なレベルでの規則や慣習を遵守したり違

反した行為に対して善悪の判断の程度を測定し，轍

学生が普通にもつ規範意識の分析を試みた．本稿は，

調査結果の一部及び若干の分析である．本調査にあた

っては，平成5年3月に総務庁青少年対策本部から発

表されたr青少年の規範意識形成要因に関する研究調

査』（以下「全国調査」という）に依拠し，その調査

内容と同一のものを使用し，高専学生の調査結果の比

較及び分析の際に参考とした．

 総務庁の全国調査を使用した理由の一つは，全国調

査の対象は，中学・高校・大学であり，さらに高専を

加えることで，調査結果を一層充実したものにでき，

検討資料の一助となることを期待したためである．高

専は青年期の中後期にある学生に対する一貫した学校

として，独自の学校運営が行われており，本調査が，

規範意識の形成要因に新たな視点を与える可能性があ

るのではないかと期待している．特に学校制度上の観

点からみて，全国調査では， 「学校の規則（校則）に

対する意識が，規範意識の重要な構成要因」とみなし

ているが，高專では制服着用にように強制的な校則は

少なく，このような教育環境の下にある学生の規範意

識が他の学校群と差異があるのか，比較検討の意義が

あると考えるからである．

 また全国調査を使用したもう一つの理由は，高専学

生の規範意識の実状を直接把握できることである．少

なくとも本校ではこのような調査はなく，この調査結

果を慎重に分析して，今後の学生指導，教育方針の基

礎的資料の一端となることを期待する．今回の全国調

査では，状況要因を付加した場合の善悪判断の変化か

ら被験者の社会的発達・成熟度を推測する試みがなさ

れている．中学生より高校生の方が規範意識の深まり

があり，さらに大学生になると成熟度がより高まるこ

とを析出する意識の成熟の指標となるものを，この全

国調査は，検証しようとする．この意識の成長・成熟

ということに筆者は特に強い関心を持つが，その理由

は，高専は高校生と同年齢の学生を含みつつ，指導上，

大学生のような目主的・自律的行動を期待して，ほぼ

大学に準じたような学校運営を試みているが，下級学

年の学生の規範意識の成熟がこの指導に適するものか

どうかを検証することは，重要なことであると考える

からである．

 以上のような理由から，全国調査と全く同じ内容で

調査を実施した．次に全国調査と本校での調査の概要

を述べる．

2．調査の種1要

平成7年4月10日受理

ホーﾊ教養科（Department of Liberal Arts） 全国調査の概要は以下の通りである．
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【目的】全国調査では，「青少年の規範に関わる意識

を多面的にとらえることを目的とし・・我が国青少年

の実状を知るとともに，非行のあった青少年も対象と

することによって，これらの規範意識と非行との関連

や校則違反との関係を分析する」ことが，目的として

述べられている．

 本稿では非行の関連には触れず，規範意識に関する

ことだけに限定する．

【調査対象】全国7都県で中学は8校，高校は10校に

に在学する生徒と，3都県の4つの大学に在学する学

生が対象である．

 A．中学生（8校に在籍している2学年）

   男子500名，女子459名，計959名

 B．高校生（且0校に在籍している2学年）

   男子446名，女子487名，計933名

 C．大学生（4校に在籍している学生）

   男子172名，女子162名，計334名

【調査方法】主に調査票による一斉調査である．

【調査時期】平成4年1月から3月までの間である．

 本校での調査対象は2学年の全学科の学生である．

   男子179名，女子 ユ6名，計195名

調査は全国調査と全く同様の調査票を使用し，クラス

ごとの一斉調査形式で，平成5年7月に実施した．

3．基本的な善悪判断

3－1．測定方法と意味

 基本的な善悪判断を調べる全国調査の調査項目の内

容と意味は以下の通りであり，本校での調査もこれと

同様である．

A．測定方法

 基本的規範意識の一面として，日常的な善悪判

断をまず調べる．善悪判断の対象として以下の3

つの領域における各6項目ずつ計18項目のそれぞ

れについて肯定形と否定形の形で18ずつ計36の陳

述文を作成し，前者についてはrどのくらい良い

ことだと思いますか」の設問で書判断を，後者に

ついてはrどのくらい悪いことだと思いますか」

の設問で悪判断を，それぞれ求める．

領域1：学業・技能面と社会的業績面での達成と

失敗

学業・技能面

・学校の成績が．止がる（下がる）

・手作りの作品をりっぱに仕上げる（完成させな

信 敏 大阪府立高専研究紀要

iいで投げ出してしまう）

・資格や免許のとれる試験に合格する （失敗す

る）

社会的業績面

・運動会や文化祭などのイベントを成功させる

 （に失敗してしまう）

・グループをまとめるのに成功する（失敗する）

・人気投票でいつも上位に入る（下位になる）

領域2：学校場面と社会的場面での慣習的規則の

遵守と逸脱

学校場面

・毎日遅刻をしないで学校にいく（学校によく遅

刻をする）

・自習時間に決められたプリントをする（とは違

うことをする）

・教科書やノートなどの忘れ物をしない（よくす

る）

社会場面

・割り当てられた仕事をきちんとやる（さぼる）

・列をきちんと並んで順番を待っ（順番待ちの列

に並ばないで先の方に割りこむ）

・赤信号になったら，横断歩道を渡らない（でも

横断歩道を渡る）

領域3：社会的道徳規範への志向と違背

役割遂行

・約東は必ず守る（をよく破る）

・ルールをきちんと守る（あまり守らない）

積極的善行

・弱い人をかばう（ってあげない）

・いっもみんなと仲良くする（よくみんなとけん

かをする）

中間的善行

・けんかをやめさせる（ないで見過ごす）

・道に落ちているごみを拾う（ごみが落ちていて

も拾わない）

上記の陳述文のアンダーライン部分を括弧内の

ように直すと，否定的な（失敗，逸脱，違背の）

陳述文になる．

 善悪判断はそれぞれ， rとても良い」からr良

くない」まで4段階評定，rとても悪い」から

曜くない」までの4段階評定で求め，いずれも

．1二記の順に4～1点と得点化した．したがって高

得点は，書判断においては良さの認識，悪判断に

おいては悪さの認識が，それぞれ撞いことを意味

する．
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B．指標とその意味

 以上の測定方法から，以下のような指標を構成

し，考察する．それぞれの指標には次のような意

味を考える．

 ①良さ認識：肯定的事項に対する書判断すなわ

ち良さ認識の程度を意味し，いわば良さへの敏感

さである．

 ②悪さ認識：否定的事項に対する悪判断すなわ

ち悪さ認識の程度を意味し，いわば悪さへの敏感

さである．

 ③規範性（良さ認識と悪さ認識の和）：良さも

悪さもそれぞれどのくらい強く認識するかの程度

を意味し，いわば善悪判断にかかわる規範への全

般的な敏感さである．

 ④志向性（良さ認識と悪さ認識の差）：日常的

行動における当人の判断に際し，良さ認識と悪さ

認識のどちらがより大きく作用しているかの程度

を意味し，良さへの志向性と悪さへの志向性のど

ちらが強いかを示すものである．

 ⑤良さ認識における社会重視度：社会的業績面

での達成3項目，社会場面での慣習的規則の遵守

3項目，社会道徳的規範への志向6項目，計12項

目に対する良さ認識から，学業・技能面での達成

3項目及び学校場面での慣習的規則3項目，計6

項目に対する良さ認識を減じた差で，良さ認識が

学校を中心とした場面より社会場面で，どれくら

い強く働くかの指標をみなす．

（『青少年の規範意識形成要因に関する研究調査』

 31頁～35頁）

3－2．結果と考察

ア．規範性と志向性

 日常的な事柄についての良さ・悪さ認識の双方の和

を，1項目当たりの数値で各群別に示したものが図1

である．

 良さ認識と悪さ認識の双方を合わせた全体としての

r規範性」は，高専男子は高校男子に次いで高い．高

専の学生は規範意識に一応敏感であると言ってよいだ

ろう．

イ．良さの志向性

 規範性の内訳ということで良さ認識と悪さ認識を比

べてみると，全国調査のどの学校群でも良さ認識が強

い．高専学生も同様である．つまり，物事の悪さに対

してよりも良さに対しておしなべて敏感であるという

ことである．これを「良さへの志向性」と呼び，その

数値（良さ認識から悪さ認識を減じた値）を示したの

が，図2である．

 良さへの志向性に関してその上昇度が注目される．

すなわち，全国調査の分析では，中学＜高校＜大学の

ように年齢段階の上昇にともなって良さ認識の優勢が

顕著になっていくという発達差が認められ，この良さ

への志向性は，一種の社会的成熟度の指標ではないか

と推測している．

 本校の調査結果では，高専学生は見事に，高校と大

学の中間に位置する．調査対象の学生は高専の2年生

で，全国調査の高校2年生と同年齢であるにもかかわ

らず，その差が明瞭である．全国の平均的な高校生よ

りは成熟度が高く，大学生よりは低いというのが高専

学生の特徴と考えられる．

ウ．社会重視度

高専学生の特徴をさらに調べるため，規範性の内訳

を挙げる．学校・学業面と社会・対人面のどちらがよ

図1良さ・悪さ認識の和（規範性）
   0          2．5         5．O

中学男子

  女子

高校男子

  女子

高専男子

  女子

大学男子

  女子

55
77

図2 良さへの志向性

   O  O．l O．2 0．3 0．4 0．5 0．6 0．7 0．8

中学男子

  女子
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80    女子
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り敏感に良さ悪さを感じるかという，いわば善悪判断

における社会志向性ないしは社会重視度を調べる．良

さ認識と悪さ認識のそれぞれにおける社会重視度を各

群別に示したのが，図3と図4である．

  図3 良さ認識における社会重視度
    一〇．1     O      O．1     O．2 o．3

中学男子

  女子

高校男子
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図4 悪さ認識における社会重視度
   O      O．1     0．2     0．3     0．4

中学男子

  女子

信敏       大阪府立高専研究紀要

れらだけではないであろうが，高専学生の成熟度を高

める遠因と考えられるものである、

4．言い訳条件付きの悪判断

4－1．測定方法と意味

 この節では，悪い行為と認識されたものに対し，そ

の行為をとった理由，状況を条件にした場合，この条

件を考慮してどの程度悪さ認識が軽減されるかを調べ

る．一般的に言って，悪い行為をとった場合，そのよ

うな行為をとった理由は「言い訳」として，否定的に

とらえられるものである．だが反面，行為の善悪を言

い訳の有無にかかわらず， r悪いものは悪い」と一義

的に，つまり杓子定規に判断するのでなく，多面的に

みて適切な判断や選択ができるといういわば融通が利

くとも考えられるわけで，後者の方が成熟度が高いと

考えられるかもしれないからである．

高校男子

  女子

高専男子

  女子

大学男子

  女子

A．測定方法

否定的な18項目のそれぞれに，以下に示す4種

のr言い訳条件」を付した陳述文を作成し，それ

ぞれについて悪判断を求めた．

 ここでいう「言い訳条件」とは，否定的な事象

についての悪さの意識を軽減させるような状況要

因のことで，日常よく用いられるr言い訳」と同

義である．

状況1：同調1他の大勢への同調を言い訳にする

場合で，rみんなもそうしているので…」という

ような内容．

・教科書やノートなどの忘れ物をよくするが，自

分だけでなくみんなもそうだ

・自分一人が落ちているごみを拾っても道がそん

 全国調査において，社会重視度は，良さ認識におい

ても悪さ認識においても年齢の上昇につれて高くなっ

ている．特に男子の悪さ認識においては，中学＜高校

く大学のように明瞭な発達差が見てとれる．

 高専の男子学生は，良さ認識においても悪さ認識に

おいても，高校＜高専＜大学という位置にあり，前述

した特徴をここでも示している．このような発達をも

たらす諸原因を考えるのが，高専での指導に重要な視

点をもらたすであろう．ここでは一応，高専学生を取

り囲む環境を挙げることにしよう．第…に20歳に達す

る成人の上級生がいる．第二に校則に関する考え方が

高校的というよりは大学的である．第三に家庭でも最

終学校に在学しているという保護者の意識がある．こ

なにきれいになるわけでないので，そんなことは

しない

・みんなもそうしていたので，割り当てられた仕

事をさぼる

・だれもけんかをやめさせないで見過ごしている

ので，自分もそうする

・みんなもそうしていたので，自習時間に決めら

れたプリントとは違うことをする

・自分ひとりがルールを守ったところでしようが

ないので，あまり守らない

状況2：合理化：侵害の否定，相手への非難など

を言い訳にする場合で，「だれにも迷惑はかから

ないので…」とか「みんながいけないので…」と
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第29巻 府立高専学生の規範意識調査

いうような内容．

・約束をよく破るが，ほんとうに大事な約束だけ

は守るようにしている

 ・よくみんなとけんかをするが，それはみんなが

一まちがっているからだ

1・車が全く来ないで危険がなかったので，赤信号

1でも横断歩道を渡る

！・よく学校に遅刻するが，授業が始まるのに遅れ

1たことはない

1・順番待ちの人数が少なく・みんなが座れること

1は確実だったので，列に並はずに先の方に割り込

！む

・弱い人をかばうと結局はその人のためにならな

1いので，かばってあげない

状況3：外的困難：否定的な事態となってもしか

たないような外的要因の存在を言い訳にする場合

で，たとえばr課題の難しさ」などの内容．

i・ほかの用事がいそがしくて，運動会や文化祭の

iイベントを成功させられない
j・気難しいメンバーが多いグループなので，まと

1めるのに失敗してしまう

 ・難しいところのいっばいある手作りの作品なの

で．完成させずに投げ出してしまう

状況4：内的困難：否定的な事態となってもしか

たないような内的要因の存在を言い訳にする場合

で，たとえばrからだの不調」などの内容．

・得意でない種類の資格・免許試験なので，失敗

してしまう

1・からだの調子が悪くて十分に勉強ができず，学

≡校の成績が下がってしまう
1・言いに／いことでも思一たこと11とんとん言一

でしまう性質なので，人気投票ではいつも下位に

なる

 上記の陳述文のアンダーライン部分が言い訳条

件である．

 悪判断は，基本的な場合と同様に，「とても悪

い」からr悪くない」までの4段階評定で求め，
1上記順に・一1点と得点化した・

 ここでの低得点は，言い訳条件が付いたことで

悪さの意識が軽減されたことを意味し，おおむね

社会的成熟度が高いことを示唆するものと仮定す

る．なぜならば，状況要因を考慮に入れて価値判

断を柔軟に変化させられるのは，小児性の一つの

特徴である杓子定規な思考から脱皮しているため

と考えるからである、

B．指標とその意味

言い訳条件付加の際の悪さ認識の軽減度：困難

（外的と内的を2っまとめて），同調，合理化と

いう3種の言い訳条件の付加により，悪さ認識が

どのくらいとなり，基本的な悪さ認識がどのくら

い軽減されたかであり，下記の3種類別に指標化

する、

 ⑦困難条件付加の際の悪さ認識の軽減度

 ⑧同調条件付加の際の悪さ認識の軽減度

⑨合理化条件付加の際の悪さ認識の軽減度

（『青少年の規範意識形成要因に関する研究調査』

 32頁～35頁）

4－2．結果と考察

 言い訳はそれによって他者からの悪さの評価や自分

の心の中の悪さを軽減させようとするものである．し

たがって，言い訳を考慮するというのは，容易に推測

できるように，「諸刃の剣」のような両面性を持つ．

一面では，言い訳を考慮するとは，行為だけをみて一

面的に杓子定規に判断する硬直性ではなく，行為を多

面的に見る（行為を行った時の状況や理由などを考慮

する）能力が備わっていることであり，いわば良い意

味でのr融通が利くこと」としてその柔軟性が考えら

れる．この柔軟性は，一種の成熟と考えら九社会的

成熟度が高く望ましいこととみなされる．反面その言

い訳が無原則的，利己的に使われるなら，無節操，い

い加減とみなされ，望ましくないこととされる．この

両面性を常に念頭に置きながら，悪さ認識の軽減度が

社会的成熟度の指標となるか，慎重な検討を要する．

 以下の図5～図7は，否定的な事項18項目について

の悪さ認識から，それらの18項目に言い訳条件を付け

た際の悪さ認識を減じた差を，それぞれ言い訳条件の

種類別に，困難・同調・合理化として示したものであ

る（数値は1項目当たり）．

 全国調査（中学・高校・大学）でまず目につくこと

は，「みんなもやっているから」というような同調の

場合，軽減どころかむしろ悪さ認識は増大しているこ

とである．第二に，「だれにも迷惑はかけていないか

ら」というような合理化の場合が，一番悪さ認識が軽

減されていることである．困難さが言い訳にされる場

合はそれらの中間である．

 さて，合理化の場合の軽減度には，中学＜高校・大

学という発達差がうかがわれる．多少恣意的な言い方

になってしまうが，この場合には，r実害が生じなけ
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図5 言い訳条件付加の際の悪さ軽減度

   （困難）
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図6 言い訳条件付加の康の悪さ軽減度

   （同調）
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 図了 言い訳条件付加の際の悪さ軽減度

   （合理化）
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れば許される」ということの中に含まれる合理的な割

り切りのような，ある種の社会成熟度に近い望ましさ

が表れているように思われる，と全国調査は分析して

いる．

 高専の学生を全国調査と比較すると，軽減の順位は

全国調査と同様である．同調の場合，高専も同様に軽

減されず悪さ認識が増大しており，高専男子は大学男

子に次いで増大が大きい（高専の女子は最も高い）．

困難が言い訳にされる場合も全国調査と同様3項目の

中間にあり，全国調査と同じ範囲の数値である．

 ところで，合理化について，高専の男子の場合その

軽減度が最も高いことが目を引く．一般に合理化の場

合女子の方が男子よりも軽減度が大きい．ところが高

専男子は，全国調査で最も軽減度が高かった大挙女子

の0．72を越えて，0．75という最も高い数値を示してい

る．言い訳条件の両面性の望ましくない面（規範意識

の緩み）がないだろうか．もう少し詳細に考えるため

に，合理化の各項目の回答率を男子に限定して学校群

別に示したのが，図8である．

   図8 合理化の6項目

   高専一〇 中学・・○ 高校…O 大学…・O

   l1約東は破るが大事な約東は守る
       O   10   20   30   40   50   60

  とくに悪い

かなり悪い  “≡“≡
すこし悪い

悪くない    ＝’

12〕相手が聞違っているのでけんかをする

    O    10   20   30   40   50   60

とくに悪い

かなり悪い

すこし悪い
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13庫が来ないので赤信号で渡る
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かなり悪い

すこし悪い
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一1く

    一7
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（4）遅刻するが授業には間に合う
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15〕すいていたので列に割り込む

    O   10   20   30   40   50   60

とくに悪い

かなり悪い

すこし悪い

悪くない

  ．．÷・・ク1

と’＝

 1・・ノ1
・・

16）ためにならないので弱い人をかばわない

     O   1O

とくに悪い

かなり悪い

すこし悪い

悪くない

20   30   40   50   60

 ’

、一・c㍗

 6つの項目の内，（1）の約東，15）の列に割り込む，（6）

の弱い人をかぱわないでは，高専学生は全体と同じ傾

向を示している．それに対して，12）のけんかをする，

／3）の赤信号を渡る，（4〕の遅刻をするについては，悪く

ないとする回答が最も多く，他の学校群には見られな

い顕著な傾向である．特定の項目では高専男子学生は

合理的な条件が付くと，悪さ認識は軽減されるばかり

か，一挙に悪くないと判断しているのである．

 そこで後者の3項目を軽減度を表す指標で検討する

ために，その一覧表を表1で示す．

  表1 合理化の3項目の軽減度

項目 中学 高校 高専 大学

装舘 鰯霜 11貼
1111 11挺 11窮

変露 灘霜 11襲 11蕩 11鶏 11鍾

饗を 餐鱗 11嚢 11鉱 11窮 11野

 指標を分析すると，①基本的な悪さ認識では中学，

高校，高専が同じ程度であり，大学はいずれも低い

（中学・高校・高専＞大学）．②合理化の条件が付加

された場合，悪さ認識は高専が最も低く，次いで大学

である（中学・高校〉高専・大学）．③高専の軽減度

が高いのは，合理化の条件が付いた場合に悪いという

認識が急激に減少するからである．つまり，高専学生

は基本的な悪さ認識は中学・高校と同程度であるが，

条件が付加されるとその悪さ認識が大学生と同じ程度

になるのである．大学生はけんかを除いた項目に関し

して，基本的な悪さ認識からすでに「実害が生じなけ

れば許される」というある種の合理的割り切りがある

ため基本的な悪さ認識が低く，軽減度が低いのではな

いか．一方，高專学生は基本的な悪さ認識は単純にそ

のまま悪と判断するが，合理的な言い訳条件が付加さ

れると，大学生並の合理的な割り切りを示すのである．

高専学生は善悪の価値判断において，極端から極端へ

という，いわば思考の短絡さがあるのかもしれない．

高専学生の言い訳条件付加の軽減度のこのような変化

は，高専学生の思考の短絡さというような未成熟さ，

あるいは規範意識の緩みととるか，合理的な割り切り

として一種の社会的成熟ととるか，これらは高専学生

の規範意識を考える場合の問題点の一つであろう．

5．正当化条件付きの善悪判断

 日常生活でも習慣的規則と拮抗し，それに違反しな

ければ達成が期しがたいような善の遂行を迫られる場

合がある．ここではそのような習慣的規則の遵守より

もそれを破ってでも善を遂行するという正当化条件を

付けた場合，規則の逸脱を，どのくらい悪いとするか，

あるいは良いとするかを調べる．

5－1．測定方法と意味

＾   定方法
   の領域2の否定的な事柄（慣習的規則の逸

脱）6項目それぞれに，以下に示すような2種の

「正当化条件」を付した陳述文を作成し，それぞ

れについての善悪判断を求める．ここでいうr正

当化条件」とは，慣習的規則の遵守よりも優越す

る善の遂行のために慣習的規則を破るような，い

わば規則遵守と拮抗する条件のことで，その際に

逸脱に対しては悪さだけでなく良さが認識される

（正当化される）こともあるので， 「正当化条

件」と呼ぶわけである．

 条件且：愛他性：規則遵守と両立しにくいよう

な愛他的援助行為が選択され，慣習的規則に違背

する場合．

・学校に行く途中，迷子の世話をして，学校に遅

刻する

・連れのお年寄りをどうしてもバスに座らせたく

て，順番待ちの列に並ばず先の方に割り込む

・小さい子供が急に道路にとび出したのを見て，

赤信号でも横断歩道を渡る

条件2：自己実現：規則遵守と両立しにくいよう

な”自己をより高く伸ばそうとする”行動が選択

され，慣習的規範に違背する場合、

・大好きな数学の問題をずっと考え続けていて，

教科書やノートなどの忘れ物をする

・自分にとってとても大事な勉強がしたくて，自
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習時間に決められたプリントとは違うことをする

・その日のピアノのレッスンはどうしても欠かせ

たくなくて，割り当てられた仕事をさぼる

 上記の陳述文のアンダーライン部分が，規範遵

守と拮抗し，見方によってはそれよりも優越する

善であるために，その遂行ゆえの規則逸脱が正当

化されることもあり得る正当化条件である．

 この場合の判断は，個人により善にも悪にも向

かい得るため， 「とても良い」から「良くも悪く

もない」を経てrとても悪い」までの7段階評定

で求め，上記順に3～0～一3点と亀白化した．

プラスの高亀点は良さの認識の強さ，マイナス方

向の絶対値高亀点は悪さの認識の強さを，それぞ

れ意味する．

 ここでのプラス方向への片寄りは，言い訳条件

付きの場合と同様，社会的成熟度の高さを示唆し

ており，逆にマイナス方向への片寄りは，高次の

善という条件にもかかわらず慣習的規則の遵守に

固執しているという意味で，社会的成熟度の低さ

を示唆すると仮定する．

B．指標の意味と考察

 愛他性と自己認識という2種の正当化条件の付

加により，悪さ認識から良さ認識に変わったその

良さ認識がどのくらいの程度であるか，場合によ

っては良さ認識に変換せず悪さ認識のままでもあ

ることもある．下記のように2種類別に指標化し

大阪府立高専研究紀要

（『青少年の規範意識形成要因に関する研究調査』

33頁～37頁）

5－2．結果と考察

 拮抗する善として設定した2つの正当化条件別に，

その遂行による慣習的規則違反についての善悪判断の

数値（1項目当たり）を示したものが図9と図10であ
る．

 全国調査では，愛他性による逸脱がすべて良いと認

識されたのに対して，自己実現による逸脱はすべて悪

いと認識された結果は予想外であった．愛他性による

逸脱を良いとみるのは男子の方が女子よりやや強い．

また発達差は，中学から高校にかけて，良さ認識が増

加している．次に自己実現による逸脱についての悪さ

認識を見ると，どの年齢段階においても，女子の方が

図9 愛他性による逸脱の良さ認議
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大学男子
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回10自己実現による逸脱の悪さ認識
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  女子

高校男子

  女子
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  女子

大学男子

  女子

10．；52

男子よりも，自己実現ゆえの逸脱を悪いとみている度

合いが大きい．つまり，自分のためになること（自己

実現といえるような場合と利己的な場合の双方を含め

て）のために慣習的規則を破ることは悪いという意識

が強いわけである．また発達差は，年齢段階の上昇に

伴って，悪さ認識が減少している．つまり，中学段階

から高校段階に進むあたりで，おそらくは上記の行動

を利己的なものでなく自己実現的なものと考えるもの

が多くなることにより，減少していくと考えられる．

この意味でこのような傾向は，社会的成熟度が高くな

っていくことの指標と考えられる．

 高専学生も愛他性による逸脱は良いと認識し，自己

実現による逸脱は悪いと認識しているのは，全国調査

の傾向と同じである．

 次に順序を逆にしてまず自己実現による逸脱を見る

と，悪いと認識するのは，高専学生でも女子が高く，

男子は低い．また発達差を見ると，悪さ認識の減少さ
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は高校＜高専＜大学となり，全国調査に従えば，高専

男子学生の社会的成熟度は高いということになる．

 愛他性による逸脱を良いと認識する度合いは，高専

男子学生が非常に高いのが顕著な傾向である．ここに

は前節で見たように，元来は悪いものであるが，正当

な条件がつけば極端に良いと判断する，いわば患者の

短絡さがあるのかもしれない．

6．まとめ

 高専学生の規範意識を，中学・高校・大学の学校群

別に，非常に単純で日常的な事柄についての善悪判断

と，さまざまな状況要因が付加された場合の善悪判断

の変化という形で，構造的にとらえ，年齢段階別の差

異（発達差）の検討を行った全国調査と比較した．

／1）基本的な善悪判断

 善悪判断に関して，悪さに対してよりも良さに対し

てより敏感であり，年齢段階の上昇に伴ってその良さ

認識の優勢さが増しており，中学く高校＜高専＜大学

となる．発達差について，高専学生は全国的に平均的

な高校生よりは高く，大学生よりは低い．

 同様の傾向は，善悪判断が学業場面でよりも社会的

場面でより敏感になされる程度（社会重視度）につい

ても言える，つまり良さ認識においても悪さ認識にお

いても，年齢段階の上昇につれて社会重視度は高くな

っており，高専の男子学生は，高校＜高専＜大学とい

う位置にある．

（2）悪さを軽減するような状況要因による善悪判断の

変化

 r問題が難しいから」のような困難な条件，rみん

なもさぼったから」のような同調， 「だれにも迷惑が

かからないから」のような合理化という，3種の状況

要因を付けた時の悪さ認識の軽減度を調べた．

 高専の学生は，同調の場合には悪さ認識は軽減され

るどころかむしろ増幅されたのは全国調査と同様であ

る．悪さ認識が最も多く軽減されたのは，合理化の場

合であった．その軽減度は，中学＜高校く大学のよう

に年齢上昇に伴って増大しているのに対して，高専の

男子学生は他の学校群に比べて軽減度が突出して高く，

最高であった．高専学生の特性をつかむためには，合

理化条件の傾向を，規範意識の成熟とみなすか，ある

いは未成熟ないし緩みとみなすか，検討が必要である．

（3）慣習的規則の遵守と拮抗する善の遂行

 慣習的規則の遵守と対立・拮抗する善の遂行が求め

られ，それを遂行すると必然的に規則を破らなければ

ならなくなる状況での，その規則違反を，やはり悪い

と見るか，それとも良いと見るかを調べた．

 自己実現による逸脱は，すべて悪いと認識され，高

専学生も同様である．これは，逸脱行為を“自分勝手

な行動”と考えたためであろう．また年齢段階の上昇

に伴って，悪さ認識の度合いは低下しているが，その

程度は高専学生は，高校生よりは大学生の程度に類似

している．

 愛他性による逸脱はすべて学校群で良いと認識され

ており，高専学生も同様であるが，良いと認識した度

合いは，他の学校群や性別と比較して非常に高いのが

特徴である．

 今回の比較調査を踏まえて規範意識を高める教育に

ついて付言すれば，規範意識とは，ある状況下での的

確な善悪判断を行う意識であり，善悪の価値に対して

柔軟性があることであろう．これは善悪について主体

的に判断することである．主体的な判断ができるため

には，まず判断主体の自立性が認められていることが

必須である．つまり学生が善悪判断において，いわば

一人前であることを本人が自ら認め，さらに学生がこ

のような者であることを教育主体である学校も承認し

ていることである．この相互承認のもとにあって初め

て，善悪を判断する状況に当面した場合，学生は自ら

考えるようになり，規範意識が高まり，ひいては学生

の自立性が確立すると考えるものである．高専学生の

規範意識の比較調査からみて，高専学生の規範意識は

おおむね高いと言えるだろう．高専学生は主体的な学

生として承認されるべきであろうが，若干の面で，規

範意識の緩みというか，意識の未成熟さもあることに

留意すべきである．

 最後に今回の調査のために，当初から自らの資料を

快く提示された上、懇切丁寧にご教示下さった帝京大

学文学部の鎌原助教授および「青少年の規範意識等に

関する研究委員会」の方々に深く感謝いたします．ま

た調査資料の作成のために京都大学の計算センターを

使って集計して頂いた本校一般教養科の湯谷助教授に

深く感謝いたします．
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